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• 開発した深層施肥機については、令和８年度中に、グレンドリル一体型２機種（８条・作業幅

2.5m、10条・作業幅3.0m）および、スタブルカルチ一体型３機種（６本爪・作業幅1.9m、８本爪・作

業幅2.5m、10本爪・作業幅3.1m）を、スガノ農機（株）より販売開始予定。

公表した主な特許・論文

片山寿人ら．水田輪作体系での稲・麦・大豆における深層施肥の効果．滋賀県農林水産主要試験研究成果34，

33-34（2026）

プラスチック被覆肥料の代替と肥料利用効率の向上を目的として、大豆・水稲・小麦に汎用的か

つ効率的に対応できるスマート深層施肥機を開発する（大規模向けのグレンドリル一体型と、中規

模向けのスタブルカルチ一体型の２種類）。さらに、本機を活用することで、水稲では10％の減肥、

麦作では追肥の省力化、大豆では増収を実現する。

大豆・水稲・小麦水田輪作体系における省力・高収益化を実現する
環境保全型スマート深層施肥機の開発

戦略的スマート農業技術の開発・改良【課題番号SA1-422J1】

１） スマート深層施肥機の開発

慣行と同等の作業効率で土中20cmに深層施肥できる「スマート深層施肥機」を２タイプ開発した。

（深層施肥同時播種ができる大規模向けグレンドリル一体型では最高速度10km/hで、粗耕起同

時深層施肥ができる中規模向けスタブルカルチ一体型では最高速度７km/hで作業可能）

２） スマート深層施肥の効果

水稲作（移植・乾直）では、肥料利用効率が向上し、 10％減肥しても慣行と同等の収量を確保し

た。小麦作では、分げつ肥の省略および穂肥を減量（追肥省力化）しても慣行と同等の収量を確

保した。大豆作については、圃場条件等によってばらつきはあるが平均で16％の増収効果を確

認した。

３） 深層施肥による肥培管理方法

深層施肥による肥培管理技術の確立に向けて、作物ごとの土壌環境要因と肥料ごとの硝化進

行程度を明らかにし、各作物における推奨肥料を選定した。

４） 深層施肥適地マップ

深層施肥の導入可否を判断するため、土壌タイプや表層・下層の土性等から深層施肥に適した

圃場条件と深層施肥適地マップを作成・提示した。



問い合わせ先：農研機構西日本農業研究センター 藤本寛 TEL 084-923-5343

研究の主要な成果（図解）

グレンドリル一体型深層施肥機 スタブルカルチ一体型深層施肥機

肥料ホッパー

GPS車速連動
コントローラー

土中貫入ナイフ

深層施肥の推奨肥料表 深層施肥適地マップ（彦根版）

YouTube

※現地（彦根）試験結果

水稲乾田直播の収量（慣行ｖｓ深層施肥）施肥窒素利用効率（慣行ｖｓ深層施肥）
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深層施肥では、
土中深く肥料
を局所施用する
ことで、硝化を
抑え肥料利用
効率を向上

深層施肥表層施肥

表層施肥では、
施用した肥料が
すぐに硝化し、
一部は作物に
吸収される前に
流亡

慣行(表層施肥）と深層施肥の違い


